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(57)【要約】
【課題】送水ジェット口からの粘液、血液等の逆流入を
抑制し、送水管路の詰まりが防止できるようにする。
【解決手段】被観察体内へ送水するための送水管１８の
先端側の樹脂製キャップ１３に、送水ジェット口２０を
設けた内視鏡先端部１０において、上記キャップ１３（
先端面１３Ｆ）の送水ジェット口２０の周縁に、先端面
１３Ｆより突出する、例えば所定の傾斜角度で盛り上が
る円錐形状の突出縁部２１又は垂直に突出する円筒形状
の突出縁部を一体形成する。これによれば、送水ジェッ
ト口２０へ向けて流れてくる粘液、血液等が突出縁部２
１の周りを迂回するので、送水ジェット口２０から内部
へ逆流入することがない。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察窓を洗浄するための送気／送水ノズルと、この送気／送水ノズルとは別に配置され
、被観察体内へ送水するための送水ジェット口とを有する内視鏡先端部において、
　上記送水ジェット口が配置された面の周縁に、この送水ジェット口配置面より外側へ突
出する突出縁部を設けたことを特徴とする内視鏡先端部。
【請求項２】
　上記突出縁部は、樹脂製先端キャップに一体形成されていることを特徴とする内視鏡先
端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡先端部、特に被観察体内へ送水するために内視鏡先端面等に設けられ、
被観察体内へ送水するための送水ジェット口等と呼ばれる送水口部分の構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図５には、従来の内視鏡（スコープ）先端部の先端面の構成が示されており、この先端
部１には、ライトガイドに光学的に接続された照明窓２ａ，２ｂ、対物光学系や固体撮像
素子に接続された観察窓３、この観察窓３を洗浄するために設けられた送気／送水ノズル
４、処置具を導出するための処置具挿通チャンネル５、被観察体内へ送水するための送水
ジェット口６が設けられている。
【０００３】
　上記の送気／送水ノズル４には、内部の送気／送水管を介して送気／送水装置が接続さ
れており、この送気／送水ノズル４から観察窓３へ向けて送水又は送気を行うことにより
、観察窓３に付着した体内粘液、血液、汚れ等を洗浄し、除去することができる。一方、
送水ジェット口６には、図６に示される内部の送水管７を介して例えば操作部のシリンジ
等の接続口が設けられており、このシリンジ等から生理食塩水、薬液等を送水することが
できる（送気も可能となる）。
【特許文献１】特開２００６－３４５８８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の内視鏡先端部１では、送水ジェット口６から体内粘液、血液、汚
れ等が内部へ侵入（逆流入）することがあり、送水ジェット口６の近傍での送水管７の詰
まりが生じるという問題がある。即ち、図６に示されるように、送水ジェット口６は、先
端部１の先端面（前面）と同一面に開口しているため、その縁部から粘液、血液等Ｋが流
れ込み易く、しかも、この送水ジェット口６及び送水管７の内径が極めて細いこともあり
、送水管路の詰まりが発生する。
【０００５】
　また、図５に示されるように、送水ジェット口６が送気／送水ノズル４の噴射領域に配
置されている場合は、粘液、血液等Ｋを送水ジェット口６側へ移動させ、この送水ジェッ
ト口６への粘液、血液等Ｋの逆流入を促すことになる。
【０００６】
　更に、図６に示されるように、噴射力を高めるために、上記送水ジェット口６（キャッ
プ部）の直径ｄ１を内部の送水管７の直径ｄ２よりも小さく形成する場合があり、この場
合には、内部に侵入した粘液、血液等Ｋが外部へ排出され難くなり、このような事情によ
っても、管路詰まりが助長される。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、送水ジェット口からの
粘液、血液等の逆流入を抑制し、送水管路の詰まりが防止できる内視鏡先端部を提供する
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ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１に係る発明は、観察窓を洗浄するための送気／送
水ノズルと、この送気／送水ノズルとは別に配置され、被観察体内へ送水するための送水
ジェット口とを有する内視鏡先端部において、上記送水ジェット口が配置された面の周縁
に、この送水ジェット口配置面より外側へ突出する突出縁部を設けたことを特徴とする。
　請求項２に係る発明は、上記突出縁部が、樹脂製先端キャップに一体形成されているこ
とを特徴とする。
【０００９】
　本発明の構成によれば、送水ジェット口の周縁に、例えば内視鏡先端面から送水ジェッ
ト口へ向けて徐々に盛り上がる円錐形状（山状）の突出縁部や、内視鏡先端面から垂直に
突出する円筒状の突出縁部が形成されることになり、この突出縁部によって、先端面に付
着する粘液、血液等が送水ジェット口から送水管路内部へ流入することが抑制される。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡先端部によれば、送水ジェット口からの粘液、血液等の逆流入が抑制さ
れ、送水管路の詰まりを防止できるという効果がある。
　また、請求項２の構成によれば、突出縁部の形成が容易になると共に、この突出縁部に
よってキャップに形成される送水ジェット口部分の強度が強くなるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１及び図２には、第１実施例に係る内視鏡先端部の構成が示されており、図１におい
て、先端部１０は、その本体１２に各種の部材を取付け配置し、樹脂製キャップ１３を取
り付けてなる。上記本体１２には、観察窓１４を有する対物光学系１５が取り付けられ、
この対物光学系１５に、プリズム１６を介してＣＣＤ１７が接続固定される。また、図５
で説明したように、照射窓を有する２つのライトガイド、観察窓洗浄用の送気／送水管や
処置具挿通チャンネル等が本体１２に取り付けられている。
【００１２】
　更に、図１に示されるように、上記本体１２には、内視鏡操作部等から配設された内径
（直径）ｄ２の送水管１８が取り付けられており、この送水管１８の先端側に、例えば上
記ｄ２よりも少し小さい内径ｄ１（ｄ１＜ｄ２）の送水ジェット口２０が設けられる。な
お、上記送水管１８の内視鏡操作部側には、例えばシリンジ注入口を接続するための接続
口（送水器接続口）が設けられる。
【００１３】
　そして、図２にも示されるように、上記送水ジェット口２０は、樹脂製のキャップ１３
を貫通して形成されており、この送水ジェット口２０の周縁に、突出縁部２１が一体形成
される。即ち、この突出縁部２１は、送水ジェット口２０の周縁（全方位方向）において
先端面（キャップ面）１３Ｆからジェット口中心へ向けて所定の傾斜角度で隆起する円錐
形状（山状）とされる。この突出縁部２１は、通常の使用状態のとき又は送気／送水ノズ
ルによる送気／送水時に、送水ジェット口２０へ流れてくる粘液、血液等を突出縁部２１
の周りに迂回させ、送水ジェット口２０へ到達しないような高さｔにすることが好ましく
、この高さｔは、例えば送水ジェット口２０の内径ｄ１の１／４以上あればよい（１／２
以上、３／４以上等でもよい）。
【００１４】
　このような第１実施例の構成によれば、送水管１８から送られてきた薬液、生理食塩水
等を送水ジェット口２０から被観察体内へ供給できると共に、突出縁部２１によって、こ
の送水ジェット口２０から送水管１８内へ粘液、血液等が逆流入することが防止可能にな
る。即ち、粘液、血液等は、観察中に内視鏡先端部を様々な方向へ曲げ配置したとき、或
いは送気／送水ノズルから送気、送水をしたとき等に、送水ジェット口２０へ向けて流れ
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ることになり、送水ジェット口２０内へ逆流入することがなくなる。この結果、送水ジェ
ット口２０及び送水管１８（送水管路）の詰まりが防止される。また、上記突出縁部２１
は、送水ジェット口２０の強度を高めるという利点もある。
【００１５】
　図３には、上記第１実施例の変形例が示されており、この例は、図示されるように、送
水ジェット口２３の下側に、テーパ面２４を設けたものである。このテーパ面２４によれ
ば、薬液等の流れがスムーズとなり、噴射力も良好となる。そして、この送水ジェット口
２０を設けたキャップ１３においても、図２と同様の突出縁部２５が形成される。
【００１６】
　このような構成によれば、上述のように、良好な噴射状態が得られると共に、突出縁部
２５が送水ジェット口２３の周囲の強度を維持する役目をする。即ち、突出縁部２５を設
けない従来の構成において、上記のテーパ面２４を形成した場合は、送水ジェット口周囲
の強度が低下し、送水ジェット口周囲に剥れが生じたり、破損したりする可能性があるが
、図３の例では、突出縁部２５によって、送水ジェット口２３周囲の強度が維持されるの
で、上記の不都合が生じることはない。
【００１７】
　図４には、第２実施例の構成が示されており、この第２実施例でも、第１実施例と同様
に、先端部１０には、樹脂製のキャップ２７が設けられ、このキャップ２７における送水
管１８の先端側部分に内径ｄ１の送水ジェット口２８が形成される。そして、この送水ジ
ェット口２０の周縁（全方位方向）に、円筒状の突出縁部２９が一体形成され、この突出
縁部２９の高さｔも、例えば送水ジェット口２８の内径ｄ１の１／４（１／２、３／４）
以上とされる。
【００１８】
　このような第２実施例によっても、先端面２７Ｆ上に付着する粘液、血液等が円筒状突
出縁部２９の周りを迂回し、送水ジェット口２８から内部へ流入することが抑制され、送
水ジェット口２８及び送水管１８の詰まりが防止される。
【００１９】
　上記実施例では、送水ジェット口２０，２３，２８が先端面に配置されている場合を説
明したが、この送水ジェット口が先端部の側面に配置されている場合でも、本発明を同様
に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１実施例に係る内視鏡先端部の構成を示す断面図である。
【図２】第１実施例の送水ジェット口の部分を拡大した断面図である。
【図３】第１実施例の変形例の構成を示す送水ジェット口部分の断面図である。
【図４】第２実施例に係る内視鏡先端部の構成を示す送水ジェット口部分の断面図である
。
【図５】従来の内視鏡先端部（先端面）の構成を示す図である。
【図６】図５の内視鏡先端部の送水ジェット口部分の構成を示す断面図である。
【符号の説明】
【００２１】
　１，１０…内視鏡先端部、
　６，２０，２３，２８…送水ジェット口、
　７，１８…送水管、
　１２…先端部本体、
　１３，２７…キャップ、
　２１，２５，２９…突出縁部。
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摘要(译)

要解决的问题：通过抑制来自供水喷射口的粘液，血液等的回流来防止
供水管堵塞。 Ž解决方案：内窥镜远端10在供水管18的远端侧的树脂盖
13中具有供水喷射口20，用于将水供给到待观察的体内。在内窥镜远端
10中，以预定倾斜角度膨胀的锥形突出边缘部分21或在垂直方向上突出
的圆柱形突出边缘部分（例如，从远端面13F突出）一体地形成在外围边
缘中盖13中的供水喷射口20（在远端面13F上）。利用这种结构，流向
供水喷射口20的粘液或血液等绕着突出边缘部分21弯曲，使得粘液或血
液等不会从其中流回到供水管中。供水喷射口20.Ž
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